
「 瓊浦生！ポジティブな若者に育て 」

校長 宮崎 芳之

新年おめでとうございます。皆様には、お健やかに平成２９年という新たな年をお

迎えのことと存じます。

今年が皆様にとりまして、夢と希望に満ち溢れた佳い年でありますように祈念いた

します。

今年の元旦は、よく晴れて素晴らしい「初日の出」が見られました。島原の実家近

くの有明海を臨む海岸に家族と出かけたのですが、思うにこれまで見た「初日の出」

の中で一番美しかったのではないかと思うくらい素晴らしいものでした。海原に映え

る朝日の光が、我々の前途を祝福してくれているかのようでした。

今年は酉（とり）年。新しいことに挑戦することで運気が上昇するそうです。また、

今年は変化の年とも言われているようです。

これからの時代、どれだけ変化に対応できるかという力が問われます。自分がしっ

かりしなければ、自分を見失ってしまうことになります。

これからを生きていく上では、私たちは物事を前向きにプラス思考で考え、行動す

る習慣を身につけていくことが大切なのではないでしょうか。生きて行く上では、い

ろいろなことが起きます。予想しないことに遭遇することもあるでしょう。同じ場面

であってもその人の考え方、物の見方、いわゆる視点の違いで全く違うように見えて

くるのです。

例えば、このような話があります。
「昔、アメリカで靴の販売会社が販売拡大のために海外にセールスマンを派遣した

そうです。アフリカのまだ、未開の地域に二人を派遣して、販売の可能性を調査させ
たのです。現地に着いた一人のセールスマンはすぐに本国に電報を打ちました。『こ
の国では、みんな裸足で、靴の売れる見込み無し、すぐ帰る。』と言う電文でした。
もう一人のセールスマンも本国に電報を打ちました。。『販売の可能性は無限であ

る。靴５万足すぐに送れ』

同じ土地に行き、これだけ見方が違うのです。

人は自分の考え方をもとに行動するので、ポジティブな前向きな考えをする習慣が
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身についた人とそうでない人とは、何をするにも違いが出てきます。瓊浦生にはポジ

ティブな若者として育ってもらいたいと願っています。

次へのさらなる飛躍を目指しすばらしい３学期になることを期待したいと思います。

３日（金）修学旅行結団式（２年）
４日（土）対外実力（２年）（～５日）
６日（月）修学旅行（２年）（～１０日）
８日（水）きれいな街づくり運動（１年）

１０日（金）漢字検定（１年）
１３日（月）学年末考査時間割発表（１・２年）

マナーアップ週間（～１７日）
１４日（火）ＫＴＮギャラリー展（～１６日）

【亀山焼・ハタ】
１９日（日）実用英語技能検定（二次）
２０日（月）学年末考査（～２３日）
２６日（日）危険物取扱者試験
２８日（火）卒業式予行

同窓会入会式
３月１日（水）第６８回卒業証書授与式

龍馬コース普通科３年Ａ組 西村 紫織

私は夢であった山口大学経済学部に合格し
ました。
去年は、国数英の学習はもちろん、受験科

目であった小論文への対策を朝・昼の補習で
指導してもらい、受験まで気を抜かず毎日コ
ツコツをやり遂げました。
今年は、大学に入学し、経済についてはも

ちろん、英語にも力を入れて学習し、TOEIC
にも挑戦し、高得点をねらっていきます。
また、海外留学をして、将来の夢でもある、
国際舞台で活躍できる人間になるために、様々
な体験をし、自分の視野を広げていきたいで
す。部活動で培った、毎日コツコツ努力する
ことは受験にとても役立ちました。後輩の皆
さんも「努力して、毎日コツコツすること」
を忘れないで何事にも諦めず頑張ってくださ
い。

機械科３年Ｂ組 高松 英生

私の今年の抱負は二つあります。まず一
つ目は三年生全員でとてもすばらしい卒業
式にすることです。三年生の皆さんは瓊浦
で過ごす時間が残りわずかとなりました。
最高の卒業式にするためにも残りの時間を
無駄にせず、三年間お世話になり、育てて
もらった瓊浦に感謝して生活していけたら
いいなと思います。
二つ目は卒業後の抱負です。私は昨年、

就職の内定を頂きました。四月からの新し
い環境で働くので不安もありますが何事に
も失敗を恐れず挑戦していきたいと思いま
す。少しでも早く仕事を覚え、会社に貢献
できるよう努力し、また社会人としてたく
さんのことを学び、自分の成長につなげて
いけるよう頑張ります。

始業式に校長先生より、「新年は新しいスター
トを切る絶好のチャンスで、ぜひ今年１年の目
標をたてよう」、「人前で宣言することが夢を実
現する秘訣である」というお話がありました。
そして３名の生徒が、全校生徒を前にして、そ
れぞれ目標を宣言しました。

情報ビジネス科２年Ａ組 森 茉緒

明けましておめでとうございます。
今年は３年生になる年なので、自覚を持ち、
進路実現に向けて、検定取得を頑張っていき
ます。

本校情報ビジネス科の生徒が開発し、『ご当地！絶品うまいもん甲子園』で準優勝

に輝いた「ウドリア」が、九州のファミリマートでいよいよ販売されます。期間は２

月７日（火）から２７日（月）まで、価格は１個３９８円です。保護者の皆様には、

ぜひこの機会にご賞味いただければと思います。



高木 優輝（機３Ｄ）「くし付きちりとり」 優良賞

西島 武 （機３Ｄ）「カンタンがびょうスタンプ」 奨励賞

定方 志門（龍機３Ａ）「シャープペンシルLight」 奨励賞

朝長 翼 （機３Ｃ）「くつの乾燥機」 奨励賞

松本 直樹（機３Ｃ）「疲れない黒板消し」 奨励賞

松野 樹 （機２Ｄ）「キリトリ消しゴム」 奨励賞

宮﨑 紹平（機２Ｃ）「取りはずし簡単な画鋲」 奨励賞

志水 富樹（機２Ｃ）「多色蛍光ペン」 奨励賞

秋山 豊 （機１Ｄ）

「雨の日ぬれたくないなーってときに使ってみたい傘」 奨励賞

久保 祐輝（機１Ｃ）「２カ所ホッチキス」 奨励賞

● バドミントン部

平成２８年度全九州高等学校選抜バドミントン競技大会

男子シングルス 村本 竜馬（普２Ｃ） 優 勝

男子シングルスＢ 辻 凌也（龍普２Ｂ) 第３位

滝口 友士（龍普１Ａ） 第３位

男子ダブルス

村本 竜馬・辻 凌也 準優勝

第９回おおむらバドミントンオープン大会

女子二部ダブルス

石松雅子（情３Ａ）・八木聖華（龍普２Ｂ） 優 勝

山内美弥（龍機２Ａ）・中川瑞樹（龍普１Ａ） 準優勝

● 剣道部

平成２８年度第３２回長崎地区高等学校学年別剣道大会

高１女子の部 後藤 華恋（普１Ｂ） 優 勝

片岡 天音（情１Ａ） 準優勝

● バスケットボール部女子

平成２８年度ＩＢＡ杯 第３位

● 柔道部

平成２８年度長崎県高等学校柔道選手権大会

男子個人

６６kg級 丸尾 比優馬（普２Ｄ） 第２位

女子個人

６３㎏級 平田 莞菜（情１Ｂ） 第３位

● 写真部

平成２８年度長崎県高等学校総合文化祭 第１２回県写真展

１・２年生の部

田中 ありす（普１Ｃ）「電停」 最優秀賞

※全国大会に出場

冨永 蒼（普１Ｂ）「お笑いコンビ」 優良賞

初村 美月（普１Ｃ）「授業が終わって」 優良賞

３年生の部

森野 祐樹（普３Ｄ）「表面上の関係」 優秀賞

今年度の２学年の修学旅行が、２月６日（月）

から１０日（金）にかけて４泊５日の日程で実

施されます。前半は新潟でスキー研修、後半は

東京で自主研修等の行程となっています。

スキー研修では、ほとんどの生徒が初めてス

キー・スノーボードを体験します。自主研修は、

すべての行程を自分達で計画し、班ごとに協力

して行動します。充実した１日となるよう、現

在ガイドブックやインターネットを利用して調

べているところです。

修学旅行の様子については、学校のＨＰ内の

ブログで随時お知らせしますので、是非ご覧く

ださい。

http://keiho.blog58.fc2.com/

第１３回校内課題研

究発表会（機械科）が、

１月２５日（水）本校

第一体育館において行

われました。課題研究

とは、溶接や燃料電池

など一つのテーマにつ

いて１年間取り組み、

より深く学んでいくも

のです。発表会では、その成果を後輩達に伝え

ました。後輩たちも「今日の発表を参考にして

来年課題研究に取り組みたい」「面白そうなの

で一生懸命取り組みたい」などの感想をもった

ようです。来年はより一層すばらしい課題研究

になることを期待しています。

課題研究発表会

今年度で第４０回となる校内溶

接競技会が、１２月１５日（木）

機械科実習校舎において行なわれ

ました。

本大会は、機械科３年生が対象で、各クラスから４名が選抜

され、計１６名で競われます。今大会も、３年間の溶接実習で

身につけてきた技術をそれぞれが発揮して、レベルの高い素晴

らしい大会となりました。

その堂々とした姿は、溶接の光よりも輝いていました。

○団体 優勝 機械科３年Ｂ組

準優勝 機械科３年Ａ組

○個人 被覆アーク溶接の部

優勝 中尾 駿介（機３Ｂ）

準優勝 坂口 響（機３Ｂ）

炭酸ガス半自動溶接の部

優勝 村里 優香（機３Ａ）

準優勝 森 潤樹（機３Ｂ）

校内溶接競技会

★長崎県下の工業系高校で、知的財産教育の一環として実施さ

れているコンクールです。


